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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　以下を含む医薬組成物：
　式Ｉの化合物またはそれの薬学的に許容可能な塩

【化１】

［式中、
【化２】
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　Ｗは、－ＣＨＯであり；
　Ｖは、水素またはＯＲＸであり；
　Ｙは、ＣＨ２、－Ｏ－、－ＮＲ－または－ＮＨ－であり；
　Ｚは、水素；　アシル、脂肪族基、ヘテロ脂肪族基、アリール、アリールアルキル、ヘ
テロアシル及びヘテロアリールからなる群から選択される環式もしくは非環式の任意選択
的に置換された部分；　または次の構造を持つ炭水化物ドメインであり；
【化３】

　ここで、Ｒ１の各々の出現は、ＲＸまたは次の構造を持つ炭水化物ドメインであり、
【化４】

（式中、
　ａ、ｂ及びｃの各々の出現は、独立して０、１または２であり；
　ｄは、１～５の整数であり、ここで各々のｄ括弧付き構造は同一かもしくは異なってい
てよく；　但し、該ｄ括弧付き構造はフラノースまたはピラノース部分を表し、そしてｂ
とｃの合計は１または２であり；
　Ｒ０は、水素；　アルキルエーテル、ベンジルエーテル、シリルエーテル、アセタール
、ケタール、エステル、カルバメート及びカーボネートからなる群から選択される酸素保
護基；または　アシル、Ｃ１～１０脂肪族基、Ｃ１～６ヘテロ脂肪族基、６～１０員のア
リール、アリールアルキル、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘ
テロ原子を有する５～１０員のヘテロアリール、窒素、酸素及び硫黄からなる群から独立
して選択される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員のヘテロサイクリルからなる群か
ら選択される任意選択的に置換された部分であり；
　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ及びＲｄの各々の出現は、独立して、水素、ハロゲン、ＯＨ、ＯＲ、
ＯＲＸ、ＮＲ２、ＮＨＣＯＲであるか、またはアシル、Ｃ１～１０脂肪族基、Ｃ１～６ヘ
テロ脂肪族基、６～１０員のアリール、アリールアルキル、窒素、酸素、硫黄から独立し
て選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員のヘテロアリール；　窒素、酸素
及び硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員のヘ
テロサイクリルから選択される任意選択的に置換された基である。）
　Ｒ２は、水素、ハロゲン、ＯＨ、ＯＲ、ＯＣ（Ｏ）Ｒ４、ＯＣ（Ｏ）ＯＲ４、ＯＣ（Ｏ
）ＮＨＲ４、ＯＣ（Ｏ）ＮＲＲ４、ＯＣ（Ｏ）ＳＲ４、ＮＨＣ（Ｏ）Ｒ４、ＮＲＣ（Ｏ）
Ｒ４、ＮＨＣ（Ｏ）ＯＲ４、ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＲ４、ＮＨＣ（Ｏ）ＮＲＲ４、ＮＨＲ４、
Ｎ（Ｒ４）２、ＮＨＲ４、ＮＲＲ４、Ｎ３であるか、またはＣ１～１０脂肪族基、Ｃ１～

６ヘテロ脂肪族基、６～１０員のアリール、アリールアルキル、窒素、酸素及び硫黄から
なる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員のヘテロアリー
ル、窒素、酸素及び硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有す
る４～７員のヘテロサイクリルから選択される任意選択的に置換された基であり；
　Ｒ３は、水素、ハロゲン、ＣＨ２ＯＲ１であるか、またはアシル、Ｃ１～１０脂肪族基
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、Ｃ１～６ヘテロ脂肪族基、６～１０員のアリール、アリールアルキル、窒素、酸素及び
硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員のヘテ
ロアリール、窒素、酸素及び硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原
子を有する４～７員のヘテロサイクリルからなる群から選択される任意選択的に置換され
た基であり、
　Ｒ４は、－Ｔ－ＲＺ、－Ｃ（Ｏ）－Ｔ－ＲＺ、－ＮＨ－Ｔ－ＲＺ、－Ｏ－Ｔ－ＲＺ、－
Ｓ－Ｔ－ＲＺ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｔ－ＲＺ、Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｔ－ＲＺ、Ｃ（Ｏ）Ｓ－Ｔ－Ｒ
Ｚ、Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｔ－Ｏ－Ｔ－ＲＺ、－Ｏ－Ｔ－ＲＺ、－Ｔ－Ｏ－Ｔ－ＲＺ、－Ｔ－Ｓ
－Ｔ－ＲＺ、または
【化５】

であり、
　ここで、Ｘは、－Ｏ－、－ＮＲ－またはＴ－ＲＺであり；
　Ｔは、共有結合、または二価のＣ１～２６飽和もしくは不飽和で線状もしくは分岐状の
脂肪族もしくはヘテロ脂肪族鎖であり；　そして　
　ＲＺは、水素、ハロゲン、－ＯＲ、－ＯＲｘ、－ＯＲ１、－ＳＲ、ＮＲ２、－Ｃ（Ｏ）
ＯＲ、－Ｃ（Ｏ）Ｒ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｒ、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＲ、ＮＣ（Ｏ）ＯＲであるか
、またはアシル、アリールアルキル、ヘテロアリールアルキル、Ｃ１～６脂肪族基、６～
１０員のアリール、窒素、酸素または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子
を有する５～１０員のヘテロアリール、窒素、酸素及び硫黄からなる群から独立して選択
される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員のヘテロサイクリルから選択される任意選
択的に置換された基であり；
　ＲＸの各々の出現は、独立して、水素であるか、またはアルキルエーテル、ベンジルエ
ーテル、シリルエーテル、アセタール、ケタール、エステル、カルバメート及びカーボネ
ートからなる群から選択される酸素保護基であり；
　Ｒの各々の出現は、独立して、水素；　アシル、アリールアルキル、６～１０員のアリ
ール、Ｃ１～６脂肪族基、または窒素、酸素及び硫黄からなる群から独立して選択される
１～２個のヘテロ原子を有するＣ１～６ヘテロ脂肪族基から選択される任意選択的に置換
された基であり、または；
　同じ窒素原子上の二つのＲは、窒素原子と一緒になって、窒素、酸素及び硫黄からなる
群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員のヘテロ環式環を形成
する。］、
ならびに、細菌またはウイルスに関連する免疫学的有効量の抗原。
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